
令和５年度「地域包括ケア実習Ⅱ」報告会が四国新聞に掲載されました 

                                               
本学大学院実践者養成コース公衆衛生看護学 2年生の学生が、「地域包括ケア実習Ⅱ」とし

て令和 5 年 5 月 8 日～6 月 2 日までの４週間、小豆島町において健康危機管理（自然災害）

に関する現地フィールド学習を行いました。今回の実習では、小豆島町神懸通地区の地区視

診や住民へのインタビュー調査から地区診断を実施し、同地区の高齢化の現状や課題、過去

の災害の歴史や地区の自主防災活動等について理解しました。また、今後の自主防災活動に

向けた世代間交流のあり方への提案など、実習を通じた多くの学びを得ました。そこから、

災害時の地域課題の解決に向けた対策について、小豆島町防災担当者や保健師、地区会長ら

とともに検討させていただくことができました。 

今回、住民代表者からの要望もあり、神懸通地区住民を対象とした報告会を開催すること

ができました。学生は集まった住民約 60名に「多世代間の結びつきをより一層強め、地域全

体で防災意識を高めていく必要がある」と呼びかけました。 

今回の実習での経験を将来の保健師としての地域活動に生かし、住民と協働した地域課題

の解決に向けた取り組みにつなげてもらいたいと思います。 

                     （看護学科：辻よしみ、植村千明、横溝珠実） 

 

☆6月 28日（水曜日）の四国新聞に掲載されました 

 

 

 

 

 

 

 

出典：四国新聞（令和 5年 6月 28日） 
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住民への報告会の様子 


